
1995年（平成7年）1月21日（土曜日）  阪神大震災 暮らしの再建を   

◇
神
戸
市
内
◇
 
 
 

大
阪
方
面
か
ら
神
戸
市
内
に
 
 

鉄
道
で
向
か
う
に
は
、
二
十
一
 
 

日
始
発
か
ら
全
線
開
通
予
定
の
 
 

J
R
福
知
山
線
で
二
田
駅
に
向
 
 

か
い
、
神
戸
電
鉄
に
乗
り
換
え
 
 

て
谷
上
駅
ま
で
。
同
駅
か
ら
は
 
 

北
神
急
行
電
鉄
で
新
神
戸
駅
 
 

へ
。
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
大
阪
 
 

駅
－
新
神
戸
駅
間
の
所
要
時
間
 
 

は
乗
り
準
ぇ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
 
 

け
ば
二
時
間
琴
 
 
 

海
上
は
天
保
山
岸
壁
（
大
阪
 
 

被
災
地
と
の
行
き
来
は
？
 
 

路
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
二
十
 
 

一
、
二
十
二
日
は
十
一
往
櫻
、
 
 

二
十
三
日
以
降
当
分
の
聞
、
一
 
 

u
 
 
 

日
九
往
復
。
所
要
時
間
は
一
般
 
 

●
 
●
●
 
●
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
●
 
●
 
●
 
 
 

市
港
区
）
か
ら
神
戸
ハ
ー
バ
ー
 
 

ラ
ン
ド
高
沢
岸
壁
ま
で
臨
時
航
 
 

渋
滞
を
招
く
車
両
の
使
用
を
避
け
て
、
大
層
災
に
よ
る
被
害
の
大
き
か
っ
た
神
戸
、
西
 
 

宮
、
芦
屋
市
な
ど
と
被
災
地
以
外
を
結
ぶ
ル
ー
ト
確
保
を
求
め
る
市
民
の
声
が
強
い
。
現
 
 

場
の
鉄
道
網
は
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
自
家
用
申
な
ど
を
使
わ
な
い
見
舞
い
や
買
い
 
 

出
し
の
経
路
を
ま
と
め
た
。
 
 
 

神戸一大阪  

「
福
知
山
線
う
回
」
で
2
時
間
強
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旅
客
船
で
約
一
時
間
半
、
高
速
 
 

船
で
約
四
十
五
分
。
料
金
は
共
 
 

に
大
人
千
二
百
五
十
円
、
子
供
 
ら
飢
古
川
線
で
粟
生
駅
に
向
か
 
ま
た
、
神
戸
市
営
地
下
鉄
は
 
 

六
百
三
十
円
。
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一
方
、
姫
路
方
面
か
ら
の
鉄
 
 

道
ル
ー
ト
は
J
R
加
古
川
駅
か
 
 

い
神
戸
電
鉄
に
乗
り
換
え
て
谷
 
板
宿
駅
西
神
中
失
駅
間
を
連
 
 

く ら1上  
いのト駅  
く 所が・か  
と 要有 ら  
約日寺効新   
二聞7ど神  
時は ○戸  
聞三重カロ駅  
半格古に  0が川行  

う 駅 く  
まカヽル  

＠大阪l村  
市、荒木1  
（5千円）  

㊨愛煙県  
市、星川d  
（5千円）  

＠「ほんG  
すがお鬼寿  
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㊥大阪市  
区、水田！  
（3千円）  

＠京郡市］  
連川l買‡璽  

（3千円）  
＠i弦至ヨ県展  

北川惜さノ  
＠「がんiJ  
町、岡本t  
㊨「第2記  
します。メ  
生村、西E  
㊨奈良県ヰ  
㊨京都l符≡  
㊥大津市、  

大阪一神戸闇  

i垂格船の出府【時刻  

21、22日  

神戸発 ：相投発  

08：05高 Oa：00高  
09：00  10：30高  
09：30高 11：10  
10：3D高 11：25高  
12：00席 13：bo高  
13：00  14：20了島  
13：15高 15：00高  
J4：00高 15：35高  
14：30高 16：10  
15：40苗 16：40高  
18；00   20：00  

23日以降 

行
。
朽
バ
ス
路
線
は
不
定
期
な
 
 

が
ら
七
十
七
系
統
の
う
ち
、
五
 
 

十
系
統
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
 
 

灘
、
東
灘
区
方
面
へ
は
新
神
戸
 
 

駅
か
ら
阪
急
六
甲
駅
へ
の
路
線
 
 

が
あ
る
。
長
田
区
、
須
磨
区
東
 
 

都
へ
は
神
戸
駅
が
起
点
と
な
 
 

る
。
垂
水
区
方
面
へ
は
市
営
地
 
 

下
鉄
の
名
谷
駅
か
学
園
都
市
駅
 
 

か
ら
行
け
る
。
彼
等
の
大
き
か
 
 

っ
た
中
央
区
内
は
徒
歩
が
主
体
 
 

に
な
る
。
 
 
 

◇
西
琶
、
芦
屋
市
内
◇
 
 
 

阪
急
が
西
菖
北
口
駅
ま
で
、
 
 

阪
神
が
甲
子
園
駅
ま
で
、
1
R
 
 

菖
鮒
専
業
吾
喜
 
 

神戸発  

08：05高  
09：OD  
O9：30高  
】0：30高  

13：00  
13：15高  
14：30高  
15：40高  
18：00  

大阪発  

09：00高  
10：30高  
11り0  
11：25高  
14：20高  
15：35讃；  

16：10  
16：40高  
20：00  

が
甲
子
園
口
駅
ま
で
運
行
し
て
 
 

い
る
。
阪
神
バ
ス
が
甲
子
園
駅
 
 

を
起
点
に
浜
甲
子
園
団
地
、
武
 
 

庫
川
団
地
、
鳴
屠
方
面
、
阪
神
 
 

西
竃
駅
に
運
行
し
て
い
る
が
渋
 
 

滞
が
激
し
く
、
徒
歩
で
の
移
動
 
 

が
主
体
と
な
る
。
現
場
ま
で
往
 
 

復
し
た
記
者
の
話
で
は
西
宮
北
 
 

口
駅
か
ら
芦
屋
市
内
ま
で
は
約
 
 

一
時
間
半
。
車
両
の
通
行
量
が
 
 

多
く
、
倒
壊
し
た
家
屋
や
塀
が
 
 

歩
道
に
か
か
っ
て
い
る
個
所
が
 
 

あ
る
た
め
注
意
が
必
要
と
い
 
 

う
。
 
 
 

遠雷竺畜菜箸由子の  
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鹿
 
 

安
 
 

古
 
 

▼
）
 
 脇

 
 

▽
 
 

小
 
 

呪
 
 

ニ
 
 

ケ
 
 

日り」到Iu L」フt▼刀已キヒ  ）超文＼／ 尾？畢［p）町即上  

園
、
五
位
の
池
小
、
運
池
小
、
 
 

’
ト
ヾ
．
．
「
 
．
＋
J
 
．
．
 
 
 

の
死
亡
者
名
籍
に
問
い
合
わ
せ
 
 

の
名
前
が
あ
る
か
ど
う
か
を
答
 
 

え
る
。
 
 
 

ま
た
同
社
系
の
「
キ
ャ
プ
テ
 
 

ン
サ
ー
ビ
ス
」
社
の
電
話
回
線
 
 

を
使
っ
た
文
字
や
図
形
の
呼
び
 
 

出
し
シ
ス
テ
ム
（
十
五
万
人
加
 
 

入
）
に
「
薦
災
情
報
」
の
項
目
 
 

を
設
定
り
毎
日
新
聞
な
ど
が
提
 
 

供
す
る
震
災
関
連
ニ
ュ
ー
ス
や
 
 

死
亡
者
の
リ
ス
ト
、
大
学
入
試
 
 

白
樫
情
報
な
ど
を
流
す
。
 
 
 

聴
覚
障
害
者
用
 
 
 

臨
時
F
A
X
設
置
 
 
 

N
T
T
関
西
支
社
は
聴
覚
障
 
 

害
者
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
 
 

た
め
、
避
難
場
所
二
十
二
カ
所
 
 

に
臨
時
フ
ァ
ク
ス
を
置
く
。
二
 
 

十
二
日
中
に
す
べ
て
設
置
の
見
 
 

込
み
。
場
所
は
次
の
通
り
。
 
 
 

【
神
戸
市
東
灘
区
】
御
影
高
 
 

校
体
育
飽
【
灘
区
】
福
住
小
 
 

【
庫
央
区
】
神
戸
市
役
所
、
茸
 
 

台
総
合
体
育
館
、
神
戸
生
田
中
、
 
 

北
野
小
【
長
田
区
】
駒
ケ
林
公
 
 

／
作
目
u
て
軋
丸
臥
計
町
Ⅳ
 
 

三
）
は
二
十
一
日
、
母
国
と
連
 
 

絡
の
と
れ
な
い
外
国
人
ら
の
た
 
 

め
に
、
同
支
店
前
の
電
話
ボ
ッ
 
 

ク
ス
の
国
際
電
話
二
台
を
無
料
 
 

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
 
 

さ
ら
に
八
古
層
没
す
る
予
定
。
 
 

二
十
四
時
間
使
え
、
通
話
方
法
 
 

は
通
常
通
り
。
問
い
合
わ
せ
は
 
 

同
支
店
（
0
7
8
，
3
9
7
・
 
 

0
7
0
0
）
か
K
D
D
の
番
考
 
 

案
内
（
0
0
5
7
）
。
 
 

犠
牲
者
照
会
ダ
イ
ヤ
ル
 
 
 

日
本
電
債
電
話
（
N
T
T
）
 
 

の
死
亡
者
リ
ス
ト
聖
ラ
リ
ー
 
 

ダ
イ
ヤ
ル
（
0
1
2
0
・
8
1
 
 

1
・
1
2
3
）
は
、
午
前
九
時
 
 

か
ら
午
後
九
暗
ま
で
贅
察
提
供
山
 
 

駒
ケ
林
申
、
池
田
小
、
長
田
 
 

小
、
長
田
高
校
、
毛
色
小
【
責
 
 

磨
区
】
旧
N
T
T
須
磨
営
業
 
 

所
、
棄
落
合
小
、
竜
ケ
台
小
、
 
 

松
尾
小
、
南
落
合
小
、
白
川
 
 

小
、
須
磨
区
役
所
、
須
磨
福
 
 

祉
事
務
所
、
板
宿
小
、
須
磨
 
 

保
健
所
、
棄
須
磨
小
【
垂
水
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＿
l
 
 

川
小
、
岩
画
小
」
朝
日
ケ
丘
 
 

小
、
山
手
小
、
浜
風
小
、
海
 
 

技
大
学
【
西
宮
市
】
N
T
T
 
 

西
宮
支
店
、
中
央
休
育
館
、
 
 

大
社
申
、
瓦
木
小
、
勤
労
会
 
 

阻
、
安
井
小
、
香
炉
圃
小
、
 
 

N
T
T
瓦
大
別
鮪
、
旧
N
T
 
 

T
仁
川
営
業
所
、
N
T
T
甲
 
 

町
の
市
民
会
館
南
入
り
口
で
カ
 
 

セ
ッ
ト
コ
ン
望
ハ
千
個
（
ボ
ン
 
 

ベ
．
3
個
付
書
）
を
一
世
帯
一
個
 
 

を
原
則
に
先
着
順
に
無
料
配
 
 

布
す
る
。
大
阪
ガ
ス
か
ら
の
 
 

寄
贈
で
、
同
時
に
ミ
ネ
ラ
ル
 
 

ウ
オ
ー
タ
ー
も
ー
奉
ず
つ
礎
供
 
 

琶
 

神
戸
、
阪
神
聞
か
ら
交
通
 
 

の
便
利
な
公
衆
浴
場
、
入
浴
 
 

地
殻
は
次
の
濁
り
。
（
尼
崎
 
 

市
、
宝
塚
市
、
川
蘭
市
は
各
 
 

市
対
策
本
部
、
そ
の
他
は
毎
 
 

日
新
聞
社
調
べ
）
 
 
 

【
大
阪
市
】
葉
村
温
泉
＝
 
 

北
区
中
崎
西
1
の
7
の
1
8
 
 
 

了
R
大
阪
駅
北
東
1
5
分
、
 
 

阪
急
梅
田
駅
北
東
1
0
分
）
1
4
 
 

時
－
・
1
暗
半
▽
楽
天
地
温
泉
 
 

＝
北
区
池
田
町
7
の
1
2
（
J
 
 

R
天
満
駅
北
乗
3
分
）
同
▽
 
 

粟
温
泉
＝
北
区
天
神
橋
6
の
 
 

5
の
3
2
（
同
北
5
分
）
1
4
時
 
 

半
1
時
▽
ク
ラ
ブ
温
泉
＝
 
 

北
区
浪
花
町
2
の
5
（
周
北
 
 

西
3
分
）
1
4
時
半
1
1
時
半
 
 

▽
常
磐
潟
＝
北
区
累
崎
町
9
 
 

の
1
8
（
同
北
西
1
0
分
）
両
▽
 
 

天
神
橋
混
泉
＝
北
区
天
神
橋
 
 

7
の
1
3
（
岡
北
1
5
分
）
1
5
時
 
 

卜
0
時
▽
紅
梅
温
泉
‖
北
区
 
 

天
神
橋
3
の
1
の
2
5
（
同
南
 

1
0
分
）
1
5
時
1
U
肺
▽
栄
温
 
 

泉
＝
福
島
区
野
山
3
の
1
5
の
 
 

1
6
（
J
R
野
田
駅
南
西
3
分
）
 
 

1
4
肺
－
2
時
▽
千
成
温
泉
＝
 
 

福
島
区
野
田
2
の
1
7
の
1
9
 
 
 

（
同
南
5
分
）
1
3
時
半
－
皇
 
 

時
▽
日
の
出
潟
＝
福
島
区
野
 
 

田
5
の
1
7
の
7
（
同
南
西
5
 
 

分
）
1
5
時
1
1
時
半
▽
宝
濁
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一
 
 

市
は
二
十
四
日
 
 

午
前
十
陪
か
 
 

ら
、
同
市
相
生
 
 【

尼
崎
市
】
難
波
小
、
北
 
 

難
波
小
言
新
中
、
大
島
小
、
 
 

立
花
南
小
、
．
立
花
小
、
園
田
 
 

粟
小
、
下
坂
部
小
、
小
田
北
 
 

申
、
大
成
申
、
立
花
西
小
、
 
 

名
和
小
、
壕
口
小
、
水
宴
小
、
 
 

武
庫
小
、
武
庫
粛
小
、
武
庫
 
 

北
小
、
武
庫
東
小
、
武
庫
庄
 
 

小
、
武
庫
の
里
小
、
武
嘩
中
、
 
 

南
武
庫
之
正
中
、
常
陽
申
、
 
 

邑
ロ
い
ヽ
 
甲
【
□
u
】
れ
口
へ
ヽ
 
引
蟄
「
コ
 
 

や
医
療
機
関
に
対
し
、
簡
易
血
 
 

糖
換
嘉
一
式
の
無
料
貸
し
出
 
 

し
を
始
め
た
。
配
布
場
所
侶
同
 
 

社
阪
神
営
業
所
（
宝
塚
市
泉
町
、
 
 

0
7
9
7
・
8
4
・
6
6
6
5
）
 
 

▽
マ
リ
オ
ン
・
メ
レ
ル
・
ダ
ウ
 
 

神
戸
支
店
（
神
戸
市
中
央
区
小
 
 

野
柄
適
五
、
0
7
8
・
2
5
1
 
 

・
6
5
1
6
）
、
▽
三
和
化
学
研
 
 

究
所
大
阪
支
店
（
大
阪
市
淀
川
 
 

町
5
▽
青
菜
曙
（
4
1
3
・
 
 

0
2
0
9
）
西
本
附
8
▽
琴
 
 

闇
温
泉
（
4
8
1
・
6
0
9
 
 

1
）
昭
和
適
1
▽
桜
木
温
泉
 
 

（
4
1
3
・
2
5
6
6
）
棄
 
 

桜
木
町
3
3
▽
三
和
瀕
（
4
 
 

1
1
・
9
0
3
8
）
建
家
町
 
 

▽
昭
和
淵
（
4
1
2
・
2
1
 
 

0
8
）
南
竹
谷
町
2
▽
大
黒
 
 

湯
（
4
1
1
・
4
6
4
8
）
 
 

西
桜
木
町
▽
高
砂
潟
（
4
0
 
 

1
・
9
4
7
4
）
東
難
波
町
 
 

3
▽
菊
水
潟
（
4
2
1
・
0
 
 

3
5
且
塚
口
本
町
7
▽
清
 
 

1
－
＿
l
l
一
一
l
一
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
 
 
 

＝
淀
川
区
十
二
東
3
の
2
4
の
 
 

3
（
阪
急
十
三
駅
東
3
分
）
 
 

1
5
時
－
1
時
▽
菊
水
溺
＝
淀
 
 

川
区
木
川
西
1
の
1
1
の
1
5
 
 

（
同
南
東
1
0
分
）
1
4
陣
半
 
 

0
時
半
▽
ゆ
ー
ら
く
＝
淀
川
 
 

区
木
川
西
3
の
3
の
1
3
（
同
 
 

北
東
1
0
分
）
1
5
時
－
1
時
 
 
 

【
尼
崎
市
】
 
 
 

喜
楽
淘
（
4
0
1
・
7
3
 
 

1
7
）
東
難
波
町
5
▽
キ
ン
 
 

グ
尚
（
4
8
1
・
8
1
6
3
）
 
 

西
難
波
町
5
▽
英
米
間
（
4
 
 

0
1
・
9
6
2
6
）
東
難
波
 
 

◇
入
浴
可
能
な
主
な
施
設
◇
 
 

■
・
■
H
■
…
一
■
一
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■
一
…
－
…
－
－
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－
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J
 
 

す
み
れ
が
丘
小
、
高
司
小
、
 
 

宝
塚
第
一
小
、
仁
川
小
、
末
 
 

広
小
【
川
西
市
】
N
T
T
川
 
 

西
営
業
所
、
南
花
屋
敷
中
央
 
 

会
餌
、
花
屋
敷
会
館
、
南
花
 
 

屋
敷
会
館
、
川
西
市
結
合
体
 
 

育
絹
【
三
田
市
】
N
T
T
三
 
 

田
営
業
所
 
 
 

【
津
名
郡
一
宮
町
】
尾
崎
 
 

小
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ト
、
 
．
D
．
．
1
ノ
．
D
．
－
ノ
．
7
′
 
7
 
＼
 
ヽ
．
ヽ
ノ
ー
－
．
 
 

園
新
温
泉
（
4
9
1
・
6
4
 
 
 

6
9
）
口
田
中
1
▽
稲
川
温
 
 
 

泉
（
4
8
1
・
8
2
5
9
）
 
 
 

抗
湖
南
新
田
4
▽
抗
瀬
温
泉
 
 
 

（
4
8
9
・
3
6
9
5
）
抗
 
 
 

瀬
南
新
町
2
▽
光
申
顔
（
4
 
 
 

8
1
・
3
5
5
3
）
常
光
寺
 
 
 

2
▽
栄
町
温
泉
（
4
8
1
・
 
 
 

9
4
5
0
）
抗
輝
北
新
町
3
 
 
 

▽
昭
和
浴
場
（
4
9
9
．
・
6
 
 
 

9
2
9
）
潮
江
2
 
 
 

新
近
松
湯
（
4
9
1
・
2
 
 
 

8
2
6
）
久
々
知
1
▽
住
吉
 
 
 

温
泉
（
4
8
9
・
3
5
1
9
）
 
 

●
一
－
．
－
－
●
■
一
－
I
－
－
－
－
－
－
－
1
1
1
1
 
 
 

か
け
て
い
る
。
 
 
 

受
け
入
れ
可
能
な
の
は
T
 
 

十
五
人
で
、
患
者
の
い
る
被
災
 
 

．
弛
ま
で
革
で
出
向
き
、
搬
送
す
 
 

る
考
え
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
 
 

宿
泊
用
に
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
近
く
 
 

の
民
宿
、
旅
館
を
あ
っ
せ
ん
す
 
 

る
。
健
康
保
険
証
は
不
要
、
宿
 
 

泊
費
は
相
談
。
連
絡
先
は
同
ク
 
 

リ
ニ
ッ
ク
（
0
8
6
・
4
7
3
 
 

水
湯
（
4
2
8
・
0
5
3
6
）
 
 

立
花
町
 

園
出
文
化
温
泉
（
4
9
1
 
 

・
9
7
5
8
）
凛
園
田
町
5
 
 

▽
宝
湯
（
4
3
7
・
1
3
2
 
 

1
）
水
堂
町
1
▽
玉
乃
湯
（
 

1
1
・
3
2
2
6
）
玄
番
南
 
 

之
附
▽
白
鶴
蘭
（
4
0
1
■
 
 

6
7
6
4
）
東
大
物
町
2
▽
 
 

宝
来
療
（
4
1
3
・
1
5
8
 
 

0
）
重
刑
町
1
▽
松
島
禦
4
 
 

8
1
・
9
4
7
3
）
東
本
町
 
 

3
▽
八
雲
潟
（
4
1
6
・
3
 
 

5
4
6
）
西
難
波
肘
2
▽
御
 
 5

3
）
久
々
知
3
▽
福
帝
（
4
 
 
 

0
1
・
6
0
8
1
）
今
福
2
 
 
 

▽
福
寿
濁
（
4
8
1
・
0
6
 
 
 

8
5
）
抗
瀬
北
新
町
2
▽
ユ
 
 

ー
ト
ピ
ア
彿
亀
（
4
8
1
・
 
 
 

7
8
0
8
）
金
楽
苛
町
2
▽
 
 
 

大
庄
新
温
泉
（
4
1
6
・
2
 
 
 

5
5
4
）
大
庄
酉
町
2
▽
銀
 
 
 

座
耐
泉
（
4
1
6
「
5
8
8
 
 
 

0
）
大
島
2
▽
桜
湯
（
4
1
 
 
 

7
・
8
0
5
7
）
大
庄
北
3
 
 
 

葉
湯
（
4
1
1
・
0
5
 
 
 

6
7
）
道
意
町
2
▽
み
の
り
 
 
 

湯
（
4
1
8
・
0
4
5
8
）
 
 

l
l
一
l
l
l
l
l
一
＿
■
■
■
一
一
l
l
l
l
l
■
■
l
■
 
 

義
援
金
は
大
阪
市
酋
区
靭
本
町
 
 

3
の
9
の
1
8
の
賢
≡
0
8
・
 
 

4
4
8
・
0
5
4
1
）
で
受
け
 
 

付
。
 
 

立
正
佼
成
会
が
見
舞
金
 
 
 

立
正
佼
成
会
（
東
京
都
杉
並
 
 

区
、
庄
野
日
禁
毒
）
は
二
十
 
 

日
ま
で
に
、
被
災
者
へ
の
見
舞
 
 

金
と
し
て
三
千
万
円
を
貝
原
俊
 
 

民
兵
庫
県
知
事
に
贈
っ
た
。
ま
 
 

た
、
同
日
、
同
会
付
属
「
佼
成
 
 

保
働
証
が
な
く
て
も
受
診
可
 
 

能
。
希
望
者
は
（
〇
．
6
・
3
7
 
 

2
・
2
5
1
2
か
、
0
6
・
3
 
 

7
2
・
1
4
3
4
）
へ
。
 
 
 

営
業
し
て
い
る
薬
局
 
 
 

兵
庫
県
内
で
営
業
し
て
い
る
 
 

主
な
薬
局
チ
ェ
ー
ン
店
（
舷
オ
 
 

ム
ツ
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
な
ど
 
 

も
聖
び
 
 

∧
関
西
フ
ァ
ル
マ
グ
ル
ー
プ
＞
 
 

抗
瀬
本
町
2
▽
第
一
長
楽
濁
 
 

（
4
8
1
・
2
7
9
4
）
長
 
 

洲
本
適
3
▽
第
一
敷
島
潟
 
 

（
4
8
1
・
7
1
2
0
）
抗
 
 

槻
木
町
1
▽
近
松
潟
（
4
8
 
 

1
・
8
1
4
7
）
西
長
洲
町
 
 

2
▽
次
塵
潟
（
4
9
9
・
5
 
 

6
6
0
）
次
痘
1
▽
長
洲
温
 
 

泉
（
4
0
1
・
0
2
1
9
）
 
 

長
洲
巾
通
3
▽
西
川
温
泉
 
 

（
4
9
9
・
3
6
5
8
）
西
 
 

川
2
▽
白
山
薗
（
4
0
1
・
 
 

3
1
7
4
）
抗
槻
木
町
1
▽
 
 

申
楽
溢
泉
（
4
9
9
・
3
8
 
 た

。
さ
ら
に
近
く
、
聖
・
竺
 
 

千
万
円
の
員
凋
金
を
神
戸
市
な
 
 

ど
九
市
六
町
の
各
災
害
対
策
本
 
 

部
に
届
け
る
。
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
 
 

軌
蘭
舶
弼
 
災
害
支
援
対
熊
本
部
」
で
鳩
視
 
 

覚
障
奉
書
救
援
の
た
め
の
ポ
ラ
 
 

6
4
1
）
＝
別
所
町
、
1
R
 
 

姫
路
・
曽
根
両
駅
、
山
陽
電
 
 

鉄
曽
根
・
大
堀
両
駅
か
ら
放
 
 

迎
バ
ス
あ
り
。
宿
泊
可
▽
漢
 
 

方
薬
湯
オ
ク
ウ
チ
（
明
で
9
 
 

0
0
0
）
＝
東
延
末
、
J
R
 
 

姫
路
駅
か
ら
徒
歩
5
分
。
宿
 
 

泊
可
▽
森
の
湯
（
2
2
・
4
1
 
 

7
4
）
＝
南
駅
前
町
、
J
R
 
 

姫
路
か
ら
隠
歩
5
分
。
第
1
 
 

・
3
・
5
水
曜
休
み
▽
高
鳥
 
 

温
泉
（
2
4
・
7
7
4
7
）
＝
 
 

届
尾
町
、
1
R
姫
路
駅
か
ら
 
 

徒
歩
7
分
▽
し
の
の
め
潟
 
 

マ
ダ
薬
局
▼
西
国
市
＝
玉
田
薬
 
 

局
▼
芦
屋
市
＝
サ
ン
・
フ
ァ
ー
 
 

マ
シ
ー
 
 
 

∧
タ
キ
ヤ
薬
局
グ
ル
ー
プ
＞
 
 

神
戸
市
＝
名
谷
北
、
垂
水
、
鹿
 
 

の
手
台
▼
尼
崎
市
＝
尼
崎
、
琴
 
 

浦
、
中
央
、
立
花
、
．
園
甲
灘
 
 

波
、
大
島
、
二
面
、
新
三
和
、
 
 

神
甲
塚
口
北
、
塚
口
南
、
ス
 
 

パ
ー
尼
会
▼
宝
塚
市
＝
小
 
 
 

ー
 
 
 

大
庄
中
速
3
▽
西
大
島
 

l
 

庄
北
町
3
 
 
 

【
宝
塚
市
】
 
 
 

チ
ポ
リ
カ
ラ
カ
ラ
テ
ル
メ
 
 

（
弼
・
1
1
1
1
）
弥
生
町
 
 
 

【
川
西
市
】
 
 
 

加
茂
温
泉
（
5
9
・
3
3
2
 
 

6
）
下
加
茂
1
▽
小
声
禦
5
9
 
 

・
7
3
6
7
）
美
園
町
▽
極
 
 

楽
湯
（
 

央
町
 
 
 

【
姫
路
市
】
姫
路
健
康
ラ
 
 

ン
ド
（
0
7
9
2
・
5
2
・
2
 
 

の
2
、
J
B
ぶ
日
本
福
祉
放
送
 
 

内
の
同
本
部
（
0
6
・
4
4
Ⅰ
 
 

・
4
3
3
1
）
へ
。
 
 
 

フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
を
 
 

神
戸
市
難
聴
者
協
会
で
は
、
 
 

安
否
確
魔
の
た
め
、
フ
ァ
ク
 
 

ス
で
の
連
格
を
会
員
な
ど
の
 
 

聴
覚
障
害
者
に
呼
び
か
け
て
 
ハ
5
0
 
コ
ロ
氏
こ
ヨ
l
「
ノ
正
．
■
〕
 
 

（
鱒
・
1
6
6
3
）
＝
乗
車
 
 

町
6
、
1
R
姫
路
駅
か
ら
徒
 
 

歩
3
0
分
▽
常
盤
湯
（
2
3
・
1
 
 

6
2
3
）
＝
酉
駅
前
町
、
J
 
 

R
姫
路
駅
か
ら
徒
歩
2
分
▽
 
 

白
鷺
温
泉
（
2
3
・
2
9
2
4
）
 
 

ル
本
町
、
1
R
姫
路
駅
か
ら
 
 

徒
歩
1
0
分
。
日
曜
休
み
▽
白
 
 

洋
温
泉
（
9
3
・
8
0
5
9
）
 
 

＝
土
山
2
、
1
R
姫
路
駅
か
 
 

ら
徒
歩
2
0
分
。
日
曜
休
み
▽
 
 

朝
日
尚
（
4
5
・
2
0
1
2
）
 
 

＝
白
浜
町
中
、
山
場
電
鉄
白
 
 

浜
の
菖
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
。
 
 

2
7
日
休
み
▽
住
吉
湯
（
4
5
」
 
 

1
2
7
5
）
＝
飾
磨
値
妻
鹿
、
 
 

山
陽
電
鉄
睾
鹿
駅
か
ら
徒
歩
 
 

1
0
分
。
土
曜
休
み
。
 
 
 

【
太
子
町
】
遊
湯
ブ
ラ
ザ
 
 

三
貴
（
0
7
9
2
・
7
7
・
1
 
 

1
2
6
）
＝
太
子
町
原
、
J
 
 

R
姫
路
・
網
干
両
駅
か
ら
送
 
 

迎
バ
ス
あ
り
。
宿
泊
可
。
 
 
 

【
加
古
川
市
】
健
康
ひ
ろ
 
 

ば
加
古
川
（
0
7
9
4
・
3
7
 
 

・
2
6
1
1
）
＝
平
岡
町
一
 
 

色
、
山
陽
電
鉄
別
府
駅
徒
歩
 
 

1
0
分
の
明
姫
幹
線
沿
い
▽
但
 
 

馬
湯
（
2
2
」
6
5
7
4
）
＝
 
 

加
古
川
町
満
之
口
、
1
R
加
 
 

古
川
駅
か
ら
徒
歩
3
分
。
4
 
 

の
付
く
日
休
み
▽
宝
湯
（
2
2
 
 

・
2
3
8
．
4
）
＝
加
古
川
町
 
 

日
本
て
ん
か
ん
協
会
は
二
十
 
 

二
日
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
 
 

で
、
神
戸
市
中
宍
区
坂
口
通
二
 
 

の
一
の
一
八
の
兵
庫
県
福
祉
セ
 
 

ン
タ
⊥
障
軋
緊
墓
所
を
 
 

開
設
」
抗
て
ん
か
ん
薬
を
提
供
 
 

す
る
。
 
 
 

国
立
療
套
所
宇
多
野
病
院
 
 

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
す
 
 

る
。
 
 

西
本
町
1
、
1
R
加
古
川
駅
 
 

か
ら
徒
歩
1
0
分
。
8
の
付
く
 
 

日
休
み
▽
友
栄
湯
（
2
3
」
7
 
 

3
1
1
）
＝
同
2
、
1
R
加
 
 

古
川
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
、
 
 

月
曜
休
み
▽
エ
ビ
ス
湯
（
2
2
 
 

・
6
0
3
4
）
＝
加
古
川
 
 

町
平
野
、
J
R
加
古
川
駅
か
 
 

ら
徒
歩
1
0
分
。
土
曜
休
み
 
 

▽
松
の
濁
（
2
2
・
5
7
1
 
 

7
）
＝
尾
上
町
長
田
、
山
陽
 
 

電
鉄
屑
上
の
松
駅
か
ら
徒
歩
 
 

1
0
分
。
 
 
 

【
高
砂
市
】
楷
ケ
横
領
 
 

（
∩
学
9
4
・
4
2
・
0
9
8
 
 

5
）
＝
高
砂
町
次
郎
助
町
、
 
 

山
陽
電
鉄
高
砂
駅
か
ら
徒
渉
 
 

5
分
▽
末
広
湯
（
4
2
－
1
1
 
 

3
5
）
＝
高
砂
町
農
人
町
、
 

山
陽
電
鉄
高
砂
駅
か
ら
徒
歩
 
 

5
分
▽
高
砂
潟
（
4
2
・
4
5
 
 

6
3
）
＝
高
砂
町
船
頭
、
山
 
 

脇
電
鉄
高
砂
駅
か
ら
徒
歩
1
5
 
 

分
▽
常
盤
商
（
4
2
・
8
4
3
 
 

9
）
＝
高
砂
即
宮
西
附
、
山
 
 

脇
電
鉄
高
砂
か
ら
徒
歩
1
5
分
 
 

▽
洗
川
潟
（
4
2
・
1
1
1
4
）
 
 

＝
荒
＃
町
千
鳥
、
山
陽
電
鉄
 
 

伊
保
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
。
臼
 
 

・
祝
計
休
み
▽
三
福
浄
（
4
2
 
 

・
3
6
9
3
）
＝
荒
井
町
小
 
 

松
原
、
山
陽
電
鉄
荒
井
駅
か
 
 

ら
徒
歩
1
5
分
。
木
曜
休
。
 
 

が支持されている表れ」（  
送局）とみている。  
電話は08・94ト0431、947・．4  
∋・941・9077、947・4803ム   

は
0
7
3
4
・
4
1
・
3
6
6
 
 

0
、
3
6
6
1
、
3
6
6
2
0
 
 

各
市
町
村
教
重
な
ぜ
の
老
口
な
 
 

ど
を
紹
介
す
る
。
通
常
の
必
要
 
 

害
塀
が
そ
ろ
っ
て
い
な
く
て
も
 
 

弾
力
的
に
対
応
、
県
立
高
校
へ
 
 

の
転
入
試
験
も
事
情
に
配
肩
す
 
 

官
 
 
 

神
戸
弘
陵
高
休
校
 
 
 

神
戸
弘
陵
高
校
は
二
十
四
日
 
 


